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第２回 国道３２５号ル－ト・構造
に関する技術検討会

平成２８年７月５日（火）
国土交通省九州地方整備局

熊本河川国道事務所



九州地方整備局
１．各種調査

項目・内容 目的

震央分布調査 熊本地震本震とその後の余震発生
状況を把握する。

地質調査
・ボーリング調査
・ボアホールカメラ観察
・電気探査
・弾性波探査

架橋地周辺の広域的な地層構成を
把握するとともに、活断層位置を把
握するための基礎資料を得る。

地表地質調査 架橋地周辺の活断層の位置を把握
する。

【各種調査の内容と目的】
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九州地方整備局
１．各種調査 震央分布調査

図中の長方形で示される
震源断層モデル内の
オレンジ色の濃い部分は
特に大きなエネルギーを
出したと解析された部分

2002年～2016年4月16日熊本地震前の震央分布

2016年4月16日～5月11日熊本地震後の震央分布

阿蘇大橋

4/16震央

4/16震央

阿蘇大橋

断層下端の線
深さ約23km

断層上端の線
深さ約1.8km

＜熊本地震前後の震央分布＞
前：主に大分-熊本構造線に沿った北側に散在。
後：構造線沿い、日奈久及び布田川断層帯北側に密集。
・震央分布は阿蘇大橋付近を境に、北東と南西地域
に二分密集している。

・防災科学技術研究所によれば、震央分布の少ない
阿蘇大橋周辺地域は、震源断層モデル内で最も
大きなエネルギーを出した付近とほぼ一致する。

（防災科学技術研究所HP 自然災害情報室から引用・加筆）

震源断層モデル
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九州地方整備局
１．各種調査 地質調査

L=40m堀止め
･標準貫入試験
･ボアホール

Bor.C

L=50m堀止め
･標準貫入試験

Bor.A電気探査
B-1

電気探査 B‐2
弾性波探査DB‐1

L=45m堀止め
･標準貫入試験
･ボアホール

Bor.B

L=45m堀止め
･標準貫入試験
･ボアホール

Bor.D

L=25m堀止め
･標準貫入試験
･ボアホール

Bor.F

L=35m堀止め
･標準貫入試験
･ボアホール

Bor.E

L=40m堀止め
･標準貫入試験

Bor.G

L=30m堀止め
･標準貫入試験
･ボアホール

Bor.H
L=40m堀止め
･標準貫入試験
･ボアホール

Bor.I

電気探査
C L=30m堀止め

･標準貫入試験

Bor.J

L=30m堀止め
･標準貫入試験

Bor.K

L=30m堀止め
･標準貫入試験

Bor.LL=40m堀止め
･標準貫入試験

Bor.M

電気探査
D

斜めL=100m
（作業中）

Bor.O

斜めL=180m
（作業中）

Bor.N

L=20m堀止め
･オールコア

Bor.P

地質調査は、架け替え位置の基礎資料とするため、阿蘇大橋の上・下流に渡って広範囲に実施。

【断層調査】

斜めL=160m
（作業中）

Bor.U
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九州地方整備局
１．各種調査 活断層評価結果
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凡例5

〔活断層評価〕
・地表踏査結果
・ボーリング調査

及びボアホールカメラ観察結果(Bor.P)
より、F5については活断層帯である可能性が
考えられる。



九州地方整備局
２．阿蘇大橋架け替え位置 架け替え位置概要及び候補案

架け替え位置検討案 コンセプト

A案 国道57号側斜面リスクの回避を図った最下流の架け替え案

B案 国道57号側斜面リスクの回避を図った下流側の架け替え案

C案 当初の機能復旧を基本とした現位置の架け替え案

D案 想定断層との交差を回避した上流側の架け替え案

阿蘇大橋の架け替え位置は、熊本地震に
よる被災箇所を踏まえて、当初位置に加え、
上流側および下流側の4案を検討する。

（C）国際航業株式会社・株式会社パスコ

（C）国際航業株式会社・株式会社パスコ

（C）国際航業株式会社・株式会社パスコ

（C）国際航業株式会社・株式会社パスコ
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九州地方整備局
２．阿蘇大橋架け替え位置 比較検討結果
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【架け替え位置の評価】

Ａ案：天然記念物の阿蘇北向谷原始林を通過するため影響が大きい。
Ｂ案：主交通に対して円滑性・利便性が高く、被災箇所を回避して通過

できる。
Ｃ案：斜面大崩壊箇所に最も近接し、安全性リスクが最も高い。
Ｄ案：主交通に対して迂回感があり円滑性・利便性が低い。斜面大崩壊

箇所の上流側であり、国道57号接続部の山側斜面にも崩落リスク
がある。

最適架け替え候補案：B案
■同様の震災が発生した場合の著しい被災箇所の通過が無く、途絶
リスクが低い。
また、斜面崩壊箇所等による被災箇所（通行止め箇所）の通過を
回避した架け替え位置。
⇒「安全性が高い」、「早期に復旧」

■主交通方向を考慮した迂回感の無い熊本市内寄りの架け替え案であり、
地元要望も高い。 南阿蘇村内（中心部、立野地区）コミュニティー
確保に寄与。
⇒「阿蘇の玄関口」、「交通の円滑性、利便性」

（C）国際航業株式会社・株式会社パスコ

（C）国際航業株式会社・株式会社パスコ

（C）国際航業株式会社・株式会社パスコ

（C）国際航業株式会社・株式会社パスコ



九州地方整備局
３．橋梁形式選定にあたっての留意点

<安全性>
・黒川右岸に想定される推定活断層を避けた下部構造の配置
・地盤変状が生じた場合でも落橋や倒壊に至りにくい構造

<施工性>
・可能な限り工期の短い構造

<景観性>
・阿蘇観光の玄関口としてシンボル性にも配慮
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